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9. 研究実績の概要

　遺伝情報は、遺伝子の本体であるDNAからRNAに写し取られて発現する。したがって、RNAの細胞内局在化は、遺伝子発現を時空間的
に制御するための重要な現象である。本研究は、我々が発見した多数の新規局在化RNAのうち、核内のDNA領域に局在するRNA群につい
て、局在化に必要なRNA配列や局在化機構を明らかにすること、および局在化の生理的意義を解明することを目的とし、局在化RNAの全
貌解明に貢献することを目指している。
　本年度は、B1199とF958以外の残り6個の新規局在化RNAについて、局在化の再現性を確認するために、タグーGFP法により局在観察を
行なった。その結果、はっきりと局在化が確認できたものと、局在化が確認しづらいものとがあったため、今後さらに観察数を増やし
て局在化の再現性を確認する予定である。また、局在観察と並行して、これら6個の新規局在化RNAについて、局在化に必要な配列を特
定するために、断片化を進めた。
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